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【手続補正書】
【提出日】平成22年5月13日(2010.5.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ａ）
　ａ）次式：
【化１】

（式中、Ｒ1 は炭素原子数６ないし１８のアルケニル基を表わし、Ｒ2 は水素原子又はメ
チル基を表わし、そしてｎは数１ないし１００を表わす。）で表わされるアルケニルコハ
ク酸半エステル少なくとも１種、
　ｂ）次式：
【化２】

（式中、
　Ｒ1 及びＲ2 の一方は水素原子を表わし、そして他方は、炭素原子数１ないし１２のア
ルキル基、ヒドロキシ－炭素原子数２ないし１２のアルキル基、アミノ－炭素原子数２な
いし１２のアルキル基、炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、フェニル基、フェニル
－炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル基及び
炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル－炭素原子数１ないし４のアルキル基からなる
群から選択された置換基を表わすか、又は、
　式中、Ｒ1 及びＲ2 の両方は、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、ヒドロキシ－炭
素原子数２ないし１２のアルキル基、アミノ－炭素原子数２ないし１２のアルキル基、炭
素原子数２ないし２０のアルケニル基、フェニル基、フェニル－炭素原子数１ないし４の
アルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル基及び炭素原子数１ないし４のア
ルキルフェニル－炭素原子数１ないし４のアルキル基からなる群から選択された置換基を
表わす。）で表わされるイミダゾリン化合物少なくとも１種、及び
　ｃ）次式：

【化３】

（式中、
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　ｍは１又は２を表わし、
　ｍが１を表わす場合は、ｎは２を表わし、或いは、ｍが２を表わす場合は、ｎは１を表
わし、
　Ｒは炭素原子数１ないし１２のアルキル基、ヒドロキシ－炭素原子数２ないし１２のア
ルキル基、アミノ－炭素原子数２ないし１２のアルキル基、フェニル基、フェニル－炭素
原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル基、炭素原子
数１ないし４のアルキルフェニル－炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数４な
いし８のシクロアルキル基、炭素原子数４ないし８のシクロアルキル－炭素原子数１ない
し４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキル－炭素原子数４ないし８のシクロア
ルキル基及び炭素原子数１ないし４のアルキル－炭素原子数４ないし８のシクロアルキル
－炭素原子数１ないし４のアルキル基からなる群から選択された置換基を表わし、そして
　Ｒa 、Ｒb 、Ｒc 及びＲd は互いに独立して水素原子又は、炭素原子数１ないし１２の
アルキル基、ヒドロキシ－炭素原子数２ないし１２のアルキル基、アミノ－炭素原子数２
ないし１２のアルキル基、フェニル基、フェニル－炭素原子数１ないし４のアルキル基、
炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル
－炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数４ないし８のシクロアルキル基、炭素
原子数４ないし８のシクロアルキル－炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１
ないし４のアルキル－炭素原子数４ないし８のシクロアルキル基及び炭素原子数１ないし
４のアルキル－炭素原子数４ないし８のシクロアルキル－炭素原子数１ないし４のアルキ
ル基からなる群から選択された置換基を表わす。）で表わされるリン酸アミン部分エステ
ル少なくとも１種、
から基本的になる添加剤混合物、並びに
Ｂ）機能液
を含む組成物。
【請求項２】
Ａ）
　ａ）式中、
　Ｒ1 が炭素原子数１０ないし１６のアルケニル基を表わし、Ｒ2 がメチル基を表わし、
そしてｎが数１ないし２０を表わす、アルケニルコハク酸半エステル（Ｉ）少なくとも１
種、
　ｂ）式中、
　Ｒ1 及びＲ2 の一方が水素原子を表わし、そして他方が、炭素原子数１ないし１２のア
ルキル基、ヒドロキシ－炭素原子数２ないし１２のアルキル基、アミノ－炭素原子数２な
いし１２のアルキル基及び炭素原子数１２ないし１８のアルケニル基からなる群から選択
された置換基を表わすか、又は、
　式中、Ｒ1 及びＲ2 の両方が、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、ヒドロキシ－炭
素原子数２ないし１２のアルキル基、アミノ－炭素原子数２ないし１２のアルキル基及び
炭素原子数１２ないし１８のアルケニル基からなる群から選択された置換基を表わす、
イミダゾリン化合物（ＩＩ）少なくとも１種、及び
　ｃ）式中、
　ｍが１又は２を表わし、
　ｍが１を表わす場合は、ｎは２を表わし、或いは、ｍが２を表わす場合は、ｎは１を表
わし、
　Ｒが炭素原子数１ないし１２のアルキル基、ヒドロキシ－炭素原子数２ないし１２のア
ルキル基及びアミノ－炭素原子数２ないし１２のアルキル基からなる群から選択された置
換基を表わし、そして
　Ｒa 、Ｒb 、Ｒc 及びＲd が互いに独立して水素原子又は、炭素原子数１ないし１２の
アルキル基及びヒドロキシ－炭素原子数２ないし１２のアルキル基からなる群から選択さ
れた置換基を表わす、リン酸アミン部分エステル（ＩＩＩ）少なくとも１種、
から基本的になる添加剤組成物、並びに
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Ｂ）機能液
を含む、請求項１記載の組成物。
【請求項３】
Ａ）
　ａ）式中、
　Ｒ1 が炭素原子数１２ないし１６のアルケニル基を表わし、Ｒ2 がメチル基を表わし、
そしてｎが数１ないし２０を表わす、アルケニルコハク酸半エステル（Ｉ）少なくとも１
種、
　ｂ）式中、
　Ｒ1 及びＲ2 の一方が水素原子を表わし、そして他方が、炭素原子数１ないし１２のア
ルキル基及び炭素原子数１２ないし１８のアルケニル基からなる群から選択された置換基
を表わすか、又は、
　式中、Ｒ1 及びＲ2 の両方が、炭素原子数１ないし１２のアルキル基及び炭素原子数１
２ないし１８のアルケニル基からなる群から選択された置換基を表わす、
イミダゾリン化合物（ＩＩ）少なくとも１種、及び
　ｃ）式中、
　ｍが１又は２を表わし、
　ｍが１を表わす場合は、ｎは２を表わし、或いは、ｍが２を表わす場合は、ｎは１を表
わし、そして
　Ｒが炭素原子数１ないし１２のアルキル基及びヒドロキシ－炭素原子数２ないし１２の
アルキル基からなる群から選択された置換基を表わし、そして
　Ｒa 、Ｒb 、Ｒc 及びＲd が互いに独立して水素原子又は、炭素原子数１ないし１２の
アルキル基及びヒドロキシ－炭素原子数２ないし１２のアルキル基からなる群から選択さ
れた置換基を表わす、リン酸アミン部分エステル（ＩＩＩ）少なくとも１種、
から基本的になる添加剤組成物、並びに
Ｂ）機能液
を含む、請求項１記載の組成物。
【請求項４】
　ａ）式中、
　Ｒ1 が炭素原子数６ないし１８のアルケニル基を表わし、Ｒ2 がメチル基を表わし、そ
してｎが数１ないし１００を表わす、アルケニルコハク酸半エステル（Ｉ）少なくとも１
種、
　ｂ）式中、
　Ｒ1 及びＲ2 の一方が水素原子を表わし、そして他方が、炭素原子数１ないし１２のア
ルキル基、ヒドロキシ－炭素原子数２ないし１２のアルキル基、アミノ－炭素原子数２な
いし１２のアルキル基、炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、フェニル基、フェニル
－炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル基及び
炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル－炭素原子数１ないし４のアルキル基からなる
群から選択された置換基を表わすか、又は、
　式中、Ｒ1 及びＲ2 の両方が、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、ヒドロキシ－炭
素原子数２ないし１２のアルキル基、アミノ－炭素原子数２ないし１２のアルキル基、炭
素原子数２ないし２０のアルケニル基、フェニル基、フェニル－炭素原子数１ないし４の
アルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル基及び炭素原子数１ないし４のア
ルキルフェニル－炭素原子数１ないし４のアルキル基からなる群から選択された置換基を
表わす、イミダゾリン化合物（ＩＩ）少なくとも１種、及び
　ｃ）式中、
　ｍが１又は２を表わし、
　ｍが１を表わす場合は、ｎは２を表わし、或いは、ｍが２を表わす場合は、ｎは１を表
わし、そして
　Ｒが炭素原子数１ないし１２のアルキル基、ヒドロキシ－炭素原子数２ないし１２のア
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ルキル基、アミノ－炭素原子数２ないし１２のアルキル基、フェニル基、フェニル－炭素
原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル基、炭素原子
数１ないし４のアルキルフェニル－炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数４な
いし８のシクロアルキル基、炭素原子数４ないし８のシクロアルキル－炭素原子数１ない
し４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキル－炭素原子数４ないし８のシクロア
ルキル基及び炭素原子数１ないし４のアルキル－炭素原子数４ないし８のシクロアルキル
－炭素原子数１ないし４のアルキル基からなる群から選択された置換基を表わし、そして
　Ｒa 、Ｒb 、Ｒc 及びＲd が互いに独立して水素原子又は、炭素原子数１ないし１２の
アルキル基、ヒドロキシ－炭素原子数２ないし１２のアルキル基、アミノ－炭素原子数２
ないし１２のアルキル基、フェニル基、フェニル－炭素原子数１ないし４のアルキル基、
炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル基、炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル
－炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数４ないし８のシクロアルキル基、炭素
原子数４ないし８のシクロアルキル－炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１
ないし４のアルキル－炭素原子数４ないし８のシクロアルキル基及び炭素原子数１ないし
４のアルキル－炭素原子数４ないし８のシクロアルキル－炭素原子数１ないし４のアルキ
ル基からなる群から選択された置換基を表わす、リン酸アミン部分エステル（ＩＩＩ）少
なくとも１種、並びに
　ｄ）更なる慣用の添加剤
を含む組成物。
【請求項５】
　ａ）式中、
　Ｒ1 が炭素原子数６ないし１８のアルケニル基を表わし、Ｒ2 が水素原子又はメチル基
を表わし、そしてｎが数１ないし１００を表わす、アルケニルコハク酸半エステル（Ｉ）
少なくとも１種、
　ｂ）式中、
　Ｒ1 及びＲ2 の一方が水素原子を表わし、そして他方が、炭素原子数１ないし１２のア
ルキル基、ヒドロキシ－炭素原子数２ないし１２のアルキル基、アミノ－炭素原子数２な
いし１２のアルキル基、炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、フェニル基、フェニル
－炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル基及び
炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル－炭素原子数１ないし４のアルキル基からなる
群から選択された置換基を表わすか、又は、
　式中、Ｒ1 及びＲ2 の両方が、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、ヒドロキシ－炭
素原子数２ないし１２のアルキル基、アミノ－炭素原子数２ないし１２のアルキル基、炭
素原子数２ないし２０のアルケニル基、フェニル基、フェニル－炭素原子数１ないし４の
アルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル基及び炭素原子数１ないし４のア
ルキルフェニル－炭素原子数１ないし４のアルキル基からなる群から選択された置換基を
表わす、イミダゾリン化合物（ＩＩ）少なくとも１種、及び
　ｃ）式中、
　ｍが１又は２を表わし、
　ｍが１を表わす場合は、ｎは２を表わし、或いは、ｍが２を表わす場合は、ｎは１を表
わし、そして
　Ｒが炭素原子数１ないし１２のアルキル基、ヒドロキシ－炭素原子数２ないし１２のア
ルキル基、アミノ－炭素原子数２ないし１２のアルキル基、フェニル基、フェニル－炭素
原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル基、炭素原子
数１ないし４のアルキルフェニル－炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数４な
いし８のシクロアルキル基、炭素原子数４ないし８のシクロアルキル－炭素原子数１ない
し４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキル－炭素原子数４ないし８のシクロア
ルキル基及び炭素原子数１ないし４のアルキル－炭素原子数４ないし８のシクロアルキル
－炭素原子数１ないし４のアルキル基からなる群から選択された置換基を表わし、そして
　Ｒa 、Ｒb 、Ｒc 及びＲd が互いに独立して水素原子又は、炭素原子数１ないし１２の
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アルキル基、ヒドロキシ－炭素原子数２ないし１２のアルキル基、アミノ－炭素原子数２
ないし１２のアルキル基、炭素原子数２ないし２０のアルケニル基、フェニル基、フェニ
ル－炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル基、
炭素原子数１ないし４のアルキルフェニル－炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原
子数４ないし８のシクロアルキル基、炭素原子数４ないし８のシクロアルキル－炭素原子
数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキル－炭素原子数４ないし８の
シクロアルキル基及び炭素原子数１ないし４のアルキル－炭素原子数４ないし８のシクロ
アルキル－炭素原子数１ないし４のアルキル基からなる群から選択された置換基を表わす
、リン酸アミン部分エステル（ＩＩＩ）少なくとも１種、
から基本的になる添加剤混合物。
【請求項６】
　機能液Ｂ）が潤滑液、圧媒液、金属工作液、エンジン冷却液、変圧器油及び開閉器ギヤ
油からなる群から選択された非水性機能液である、請求項１記載の組成物。
【請求項７】
　金属を請求項５記載の添加剤混合物を含む機能液にさらすところの、金属の腐食又は酸
化分解に対する保護方法。
【請求項８】
　亜鉛、アルミニウム又はそれらの合金を請求項５記載の添加剤混合物を含む機能液にさ
らすところの、亜鉛、アルミニウム又はそれらの合金、或いは亜鉛被覆された鋼の腐食又
は酸化分解に対する保護方法。
【請求項９】
　亜鉛、アルミニウム又はそれらの合金を、次式：
【化４】

（式中、Ｒ1 は炭素原子数６ないし１８のアルケニル基を表わし、Ｒ2 は水素原子又はメ
チル基を表わし、そしてｎは数１ないし１００を表わす。）で表わされるアルケニルコハ
ク酸半エステル少なくとも１種を含む機能液にさらすところの、亜鉛、アルミニウム又は
それらの合金、或いは亜鉛被覆された鋼の腐食又は酸化分解に対する保護方法。
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